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デジタルサラウンド 
へッドセツトシステム 


取扱説明書 


お買い上げいたださ、ありびとラございまず。 


A 警告 


電気製品はを全のための注意事項を巧ら 
ないと、火災や人身事故になることびあ 
ります。 


この取扱説明書には、事故を防ぐための重要な注意事項と 
製品の取り披いかたをおしています。この取扱説明書をよ 
くお読みのラえ、製品を安全にお使いください。 

お読みになったあとは、いつでち見られるところに必ずな 
管して < ださい。 
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A 警告安をのために 


ソニー 製品は安全に充分配慮して設計されています。しか 
し、電気製品はすべて、まちびった使いかたをすると、火 
災や感電などにより人身事故になることがあり危険です。 
事故を防ぐために次のことを必ずお守り<ださい。 



安をのためのを意事項を守る 


この r 安全のために」のを意事項をよくお読みください。 


定期的に点検ずる 


1年に一度は、ほこりびたまっていないか、故障したまま 
使用していないか、などを点検してください。 


故障した5使わない 


動作がおかしくなったり、破損しているのに気づいた6、 
すぐにお買い上げ店またはソニーサービス窓口に修理をご 
依頼 < ださい。 


万一、異常が起きた5 



©電源を切る 

© AC アダプターをコン 
セントから抜く 

〇ソニーの 相談窓□(裏 
表紙)またはお買い上 
げ店、ソニーサービス 
窓□に修理を依頼する 


警告表示の意味 

取扱説明書および製品では、次 
のよつな表术をしていまず。表 
おの内容をよく理解してか5本 
文をお読み < ださい。 

IA 危哟 

この表示のミ主意事項を守5ない 
と、义災•感電•漏液•発熱•破裂 
などにより死 t や大けびなどの 
人身事故び生じます。 

この表示の注意事項を守5ない 
と、火災•凳熱•発乂•感電などに 
より死 t や大けびなど人身事故 
の原因とな0ます。 

IA 注意 I 

この表示の注意事項を守5ない 
と、漏液•破裂•発熱•発火•感電 
などによ0やけどやけびをした 
り周辺の家財に損害を与えたり 
することびあります。 


注意を促ず記号 

会 


行為を禁止ずる記号 


0 


禁止 

接触禁止 



分解禁止 

めれ手禁止 

行為を指示ずる記号 

〇 


指示 

つラグをコン 


セントから巧く 
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A 危険 



下記のミま意事項を守5なぃとジ^災*感電* 

発熱•発义により巧亡や大けがの原因 

となりまず。 


指定 L ソ外の AC アダプターを使わない 

破裂や電池の液漏れ、過熱などにより、火がやけび、 
周囲の巧損の原因となります。 


0 

禁止 


分解しない 

故障や感電の原因となります。内部の点検および修理 
は ソニーの 相談窓口 (裏表紙)またはお買い上げ店、 ソ 
ニーヴー ビス窓口にご依頼< ださい。 



警告 A A 

'♦ 、 ■=■ ■ 火災 感電 


下記のを意を守5ないと、义災•発熱 • 

発义•感電によりやけどや大けがの 

原因となりまず。 


内部に水や異物を入れない 

水や異物び入ると义がや感電の原因となります。 

万一、 水や異物び入ったときは、すぐに使用を中止し、 
AC アダプターをコンセントからないて、お買い上げ店 
または ソニーサービス 窓□にご相談ください。 



この製品をミ毎外で使用しない 

AC アダプターは、日本国内専用です。 

交流100 V の電源でお使いください。ミ毎外などで、 
異なる電源電圧で使用すると、义巧’感電の原因とな 
0ます。 



雷び鳴りだした5、 AC アダプターに@6れない 

感電の原因となります。 
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A ぐ下記のを意を守 5 ないと、けがをしたり周辺の家財に 
/!\ /±損害を与えたりずることびありまず。 



めれた手で AC アダプターをさわ5ない . ^ 

感電の原因となることがあります。 飾 

3 ® 


めれ手禁止 

大音量で長時間続けて聞きずぎない 

耳を刺激するよラな大さな音量で長時間続けて聞< 

と、聴力に悪い影響を与えることがあります。呼びか 
けられて返事ができるく 6 いの音量で聞きましよラ。 0 ^と" tC 

^ 禁止 

はじめか5ボリュームを上げずぎない 

突然大をな音が出て耳をいためることがあります。ボリュームは徐々 
に上げましよラ。 

0 

禁止 

通電中① AC アダプターに長時間ふれない 

長時間皮膚びふれたままになっていると、ほ温やけどの原因となるこ 
とびおります。 

0 

禁止 

本体や AC アダプターを巧団などでおおった だ安ム這;^ 

状態で使わない 

熱びこちってケースび変巧したり、义巧の原因とな 三 
ることびあります。 


かゆみなど違和感びあった5使わない 

使用中、肌に合わないと感じたとさは使用を中止して医師またはお買 
い上げ店、ソニーの相談窓口にご相談ください。 

0 

禁止 

長時間使用しないときは AC アダプターを巧く 

長時間使用しないとさは、ま全のため AC アダプターをコンセントか 6 
抜いてください。 

を 

つラグをコン 
セントから巧く 

お手入れの際、 AC アダプターを巧く 

AC アダプターを差し込んだままお手入れをすると、感電の原因となる 
ことびあります。 

つラグをコン 
セントからほく 
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まな特長 


• マルチチヤンネルスピーカーの立体的なサラウンドを実現する 7.1 chVPT 
(Vi け ualphones Technology )*， 搭載。 

• <っさりとした音像定位や、明確な方向感の再現を重視した設定でシューティングゲー 
ムに最適な、 fPS モード* 2 」搭載。 

• 入力び 5.1 ch 、2 ch 、 USB でを 7.1 ch サラウンドに掘:張するドルビープ□□ジック llx デコー 
夕’一搭載。 

•〔 OMPRESSION スイッチ切り換えにより、爆発音のような大きな音をルさく、足音など 
の小さな音を大さ<することが巧能。 

• 大口径 40 mm ドライバーユニットで、低音か6高音までをスムーブに再現。 

• 長時間の使用にを快適な装着感を実現するオープンエアータイプ。 

• 耳にかかる側圧を分散させ、長時間の使用でを快適な装着感のヴポートパッド構造。 

• PC ゲームに最適な輕量フレーム;カニズム。 

*1 ソニー独自の音響解析技術とデジタル信号処理技術を用いて、映画館やコンサートホールのよラな 
臨場感あふれるサラウンド音青をへッドホンで再現することを可能にずるのび、 Virtualphones 
Technology (VPT) です。 

FPS(First Person Shooting) などのシューティングゲームに適した EFFECT 機能です。 

プ□セッヴーは付属のへッドセットに音質調節されています。お手持ちの他のへッドセットでもご使 
用いただけますび、よりよいサラウンド効果を得るためには付属のへッドセツトをお使いください。 


パソコンの音声出力端子と 
マイク入力端子へ 
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原準備 


本体/付属品を®!かめる 


本システムをお使いになる前に、すべてそろっているか確かめてください。 


①プ□セツサー DP-GA 500 (1 台) 



③ AC アダプタ ー（1 個) 



⑥ マルチチヤンネルケーブル （7.1ch+M に) （1 本) 
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画 




デジタル•サラウンド•プロセッサー 


ブ□セ ツサー 前面 



の電源ランプ(白) 

(17 ぺージ） 


回1/む（電源オン/スタンバイ）スイッチ 

(17 ぺージ） 

图 INPUT (入力切換） 

( USB /2 ch /5.1 ch /7.1 ch ) スイツチ 


团 


イフェクト 


E 巧。(羅载 


エフピーエス 


( OFF / SURROUND / FPS ) スイツチ 


(18 ぺージ) 


固ホ USB 端子 

(12 ぺージ） 

团 AUTO STANDBY スイッチ ( OFF / ON ) 

(20 ぺージ） 

回 7.1 ch /5.1 ch /2 ch ( SBL / SBR 、 
C / SW 、 SL / SR 、 L / R 、 M に OUT *) 
端子 

回 H も \ D 非 T ( IV 1 に IN *、 PHONES ) 端子 

(13 ぺージ） 


コンプレジシ3ン ゲイン コント□—ル 

固 COMPRESSION ( OFF / ON ) スイツチ 圆 GAIN CONTROL * つまみ 


(19 ぺージ) 


(20 ぺージ) 


[ill ^<5^ DCIN 5.2 V 端子 

(13 ぺージ） 


* 識別用の突起(己点)びついています。操作の目印としてご利用ください。 











ぺツドセット 



田へッドバンド 
回イャーバッド 
固サポートパッド 
团マイク 

固 vot (音量)*つまみ 

(17 ぺージ） 


固 M に MUTING (OFF/ON) 
(マイクの消音)スイッチ 

(17 ぺージ） 

回0(ヘッドホン)プラグ（黒) 
固\ (マイク）プラグ（ホ） 


識別用の突起(己点)びついています。操作の目印としてご利用ください。 
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手順 1- ④： 7.1 ch 巧応のパソコンにつなぐ 


⑤ SW 
③ C 


@SBL 
® SBR 


を回回 同 

冷〇聲 

四回 


接続ずる。 

図を確認しなび5、プ□セツヴーとヴ 
ウンドデノ（イスを接続してください。 


サウンドデバイス接続巧* 


ケープル 

端モ名 

M に入力 

マイク入力端テに接続します。 

- 

M に . 

L / R 出力 

L / R 出力端子に接続します。 

① 

L/R . 

Surround L/R 出力 

SL / SR 出力端子に接続します。 

@ SL/SR . 

Center/Subwoofer 出力 

C / SW 出力端子に接続します。 

⑤ 

C/SW • 

Surround Back L/R 出力 

SBIVSBR 出力端テに接続します。 

④ SBL/SBR' 


お手持ちのサウンドデバイスによっては、 
端テ名が異なります。 


プ□セツサー後面 


マルチチヤンネル 
ケーブル(付属） 
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プ□セツサーの INPUT スイッチを「7.1 ch 」 にずる。 

プ□セ ツサー 前面 



3 パソコンのスピーカー設定を 7.1 ch にずる。 

詳しくは、接続するパソコンやサウンドデバイスの取扱説明書をご覧<ださい。 



プ□セツヴーとパソコンを接続するとさに、マルチチヤンネルケーブルと USB ケーフル 
を同時に接続しないでください。同時に接続すると、サウンドデバイスからの音声出力 
が切り誓わる場合があります。 


- -L R 
L R S S 

© © @ @ 








手順1-®: 5.1 di 巧応のパソコンにつなぐ 

付属のマルチチヤンネルケーブルでプ□セツヴーの 5.1 ch 端子に接続します。 EFFECT 機能 
を使うことで、 7.1 ch のサラウンド効果を楽しむことができます （18 ページ)。 


接続ずる。 

図を確認しなび5、プ n セツサーとサ 

@L — 

ウンドデノ スを接続してください。 

®R — 


©SL — 


@SR — 


サウンドデバイス接続巧* 


ヶーブル 
端子名 

M に入力 

マイク入力端子に接続します。 

- 

匿 < 

L/R 出力 

L/R 出力端子に接続します。 

① 

L/R . 

Surround L/R 出力 

SL/SR 出力端テに接続します。 

(D SL/SR , 

Center/Subwoofer 出力 

C/SW 出力端テに接続します。 

⑤ 

C/SW * 

使用しません 

- 

SBL/SBR 


>お手持ちのサウンドデバイスによっては、 
端子名び異なります。 


ブ□セツヴー後面 


マルチチヤンネル 
ケーブル(付属） 




◎ ◎ ◎ ◎ 

I I_… 


2 プ□セツサーの INPUT スイッチを「5.1 ch 」 にずる。 

プ□セツサー前面 



5 パソコンのスピーカー設定を 5.1 ch にずる。 

詳し<は、接続するパソコンやヴウンドデバイスの取扱説明書をご覧ください。 










手順1-©: 2 ch 巧応のパソコンにつなぐ 

付属のマルチチヤンネルケースレでプ□セツサーの 2 ch 端子に接続します。 EFFECT 機能 
を使うことで、 7.1 ch のサラウンド効果を楽しむことびできます （18 ぺージ)。 

1 接続ずる。 

図を確認しなび5、プ□セツヴーとヴ 
ウンドデノ（イスを接続してください。 



サウンドデバイス接続先* 


ケープル 
端子名 



2 プ□セツサーの INPUT スイッチを r 2 ch 」 にずる。 



3 パソコンのスピーカー設定を 2 ch にずる。 

詳しくは、接続するパソコンやサウンドデバイスの取扱説明書をご覧<ださい。 


プ□セツヴーとパソコンを接続するとさに、マルチチヤンネルケーブルと USB ケーブル 
を同時に接続しないでください。同時に接続すると、サウンドデバイスからの音声出力 
が切り替わる場合があります。 








手順 1- ⑩： USB ケーブルでパソコンにつなぐ 

付属の USB ケーブルを使いプ□セツヴーのれ JSB 端子に接続することで、プ□セツヴーを 
2 ch の USB 才ーデイオデバイスとして使用できます。 EFFECT 機能を使うことで、7.1ホの 
サラウンド効果を楽しむことがでさます （18 ページ)。 


1 接続ずる。 



Windows XP . Windows Vista . Windows 7. および Mac OS X は 、 USB ドライバーび 
OS に含まれています。初めて、プ□セツヴーとパソコンを USB ケーブルで接続し、パソコ 
ンの 0 S 起動後にプ□セツサーの電源を入れると、 USB ドライバーび自動的にインス I ル 
されます。 

パソコン側の異なる USB 端モにプ□セツサーを初めて接続したときは、 USB ドライバーび 
再インス I ルされる場合びあります。 

ごま意 

• USB 八プ、または USB 延長ケーブルをお使いの場をの動作保証はいたしかねます。おず付属の 
USB ケープルを使って直接接続して < ださい。 

• プ□セツヴーを USB ケープルでパソコンに接続すると、パソコン側の音量び最大になる場をび 
あります。へツドセツト側でボ U ユームを調節してください。 

• デジタル放送の音声はパソコンの USB 端テから出力されません。デジタル放送の音声を聞く場 
をは、マルチチヤンネルケーブルで接続してください巧〜11ページ)。 

2 プ□セツサーの INPUT スイッチを rUSB 」 にずる。 



3 パソコンのスピーカー設定を 2 ch にずる。 

詳し<は、接続するパソコンの取扱説明書をご覧ください。 


r 
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プ□セツヴーとパソコンを接続するとさに、マルチチヤンネルケーブルと USB ケーブル 
を同時に接続しないでください。同時に接続すると、サウンドデバイスからの音声出力 
が切り替わる場合があります。 







手順 2: 電源をつなぐ 

付属の AC アダプターを、プ□セツサーの DC IN 5.2 V 端子に接続し、電源コンセントに接 
続します。 



手順3:ぺッドセットの準備をずる 

1へッ ドセットの\(マイク）プラグをプ□セ ッサーの HEADSET ( M に IN ) 端テに、 
CK へッ ドホン)プラグを HEADSET ( PHONES ) 端子に、それぞれ接続しまず。 


へツ ドセット 



ごミ主意 

マイクの位置び正しくないと、マイクの感度が落ちたり、ヘッドホンの音がマイクに入ったりし 
ます。 


mm 
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手順 4: パソコン側の設定を確認ずる 


ヴウンドデバイスを選択ずるには 

本システムをお使いになる前に、お使いのパソコンで、サウンドデバイスの設定を確認し 
ます。詳しくは、お使いのパソコンやサウンドデバイスの取扱説明書をご覧ください。 


■ Windows の場を 

Windows XP (カテゴリ表示の場合） 

「スタート」;ニユー-叶コント□ールパネル」一「サウンド、音声、およびオーデイオデバ 
イス」^「ヴウンドとオーデイオデバイス」^「オーデイオ」タブを選お^「音の再生」または 
r 録音」の慨定のデバイス」か 6 お使いのサウンドデバイス (USB ケースレで接続時は rusB 
PnP Sound Device 」） を選択 

Windows Vista 

「スタート」;ニユ ー- 叶コント□-ルパネル」一「八ードウエアとヴウンド」一 r ヴウンド」一 
「再生(録音)」タブを選択^「再生デバイス」または「録音デバイス」か6お使いのヴウンドデ 
バイス ( USB ケーブルで接続時は ruSB PnP Sound Device 」） を選択して規定値に設定をク 
U ック 

Windows 7 

「スタート」;ニユー-叶コント□ールパネル」一 r 八ードウエアとヴウンド」一 r ヴウンド」一 
r 再生」または r 録音」タブを選択一 r 再生デバイス(録音デバイス)」からお使いのサウンドデ 
バイス (USB ケーブルで接続時は ruSB PnP Sound Device 」） を選択して規定値に設定をク 

I 」ツク 


■ Macintosh の場を 

由 lac OS X] 

「 Apple 」 メニユ ー- ►「システム環境設定」一 r サウンド」一 r 出力(入力)」タブを還おーサウン 
ドを出力(入力)する装置の還おか6お使いのサウンドデバイス （ USB ケーブルで接続時は 
ruSB PnP Sound Device 」） を選択 
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音青出カレベルを調節するには 

USB 接続時はへッドセットの VOL (音量)つまみを利用して調節してください。 

マルチチヤンネルケーブル接続時は VOU 音量)つまみの調節に加え、1；|下の方法でパソコ 
ンの音声出カレベルを調節することをでさます。 

■ Windows の場合 


LyVindowsXP (カテ。」表示の場合） I 

r スタート」;ニユー-叶コント□ールパネル」一「サウンド、音声、およびオーデイオデバ 
イス」^「ヴウンドとオーデイオデバイス」^「音量」をクリック^「マスタ音量」のスライ 
ダーで音量レべ J レを調節 

Windows Vista 

r スタート」;ニユ ー- ^ロント□-ルパネル」一 r ノ、ードウエアとヴウンド」一 r システム音 
量の調整」をクリック^スライダーで出カレべルを調節 

Windows 7 

r スタート」;ニュ ー- ^ロント□-ルパネル」一「八ードウエアとヴウンド」一 r システム音 
量の調整」をクリック^スラィダーで出カレべルを調節 

■ Macintosh の 場 台 


[Mac OS Xj 

rAppiej ><- a -- 叶システム環境設定」一 r サウンド」一 r 主音量」タブを選択してスライ 
ダーで出カレベルを調節 

ごま意 

•お使いのソフトウェアによっては、設定び必要な場含びあります。お使いのソフトウェアの取扱説 
明書などをご確認ください。 

• へッドセットの音量調節とパソコンの音声出カレベルは連動しません。 

音楽 CD 再生の設定をずるには 

USB ケーブルで接続した場合、本システムで音楽 CD を聞くにはパソコン側の設定が必要 
です。パソコンの 0 S を確認して、下記の手順にしたがってにの CD - ROM デバイスでデジ 
タル音楽 CD を使用可能にする」をチェックしてください 。 Windows Vista、Windows 7、 
Mac OS X の場合、音楽 CD 再生の設定は不要です。 

Windows XP (カテ 3' リ表示の場合） 

r スタート」;ニュー-叶コント□ールパネル」一「サウンド、音声、およびオーデイオデバ 
イス」^「ヴウンドとオーデイオデバイス」^「八ードウェア」タブを選択^音楽再生用の 
CD - ROM ドラィブを選択して「プロパティ」をクリック^再度「プロパティ」タブをクリック 
一にの CD - ROM デバイスでデジタル音楽 CD を使用可能にする」をチェック 


(次のぺージへつづく） 

■巧油 I 15 





マイク入カレベルを調節ずるには 

本システムをお使いになる前に、お使いのパソコンで、マイク入カレベルの設定を確認し 
ます。詳しくは、お使いのパソコンの取扱説明書をご覧ください。 

■ Windows の場合 

Windows のヴウンドレコーダーなどでマイクから入力した音声を再生し、マイク入カレ 
ベルを確認してから、下記の手順で調節してください。 

Windows XP ( カテコ ‘ U 表示の場合） 

r スタート」;ニュー-叶コント□ールパネル」一「サウンド、音声、およびオーディオデバ 
イス」一 r サウンドと才ーディオデバイス」一なーディオ」タブを選択して r 録音」の「既定の 
デバイス」がお使いのサウンドデバイス ( USB ケーブルで接続時は rUSB PnP Sound 
Device 」） になっていることを確認し、「音量」をク U ック — T 録音コント□—ル(マイクボ 
リューム)」のスライダーでマイクの入カレベルを調節 
Windows Vista 

「スタート」ニュー-叶コント□ールパネル」一 r 八ードウエアとヴウンド」一 r ヴウンド」一 
r 録音」タブを選択一はーディオ録音デバイス」か6お使いのサウンドデバイス （ USB ケー 
ブルで接続時は ruSB PnP Sound Device 」） を選択して「規定値に設定」をク U ックー再度 
お使いのサウンドデバイスを選択して口 □パティ」をク U ックー r レベル」タブを選択して 
スライダーでマイクの入カレベルを調節 
Windows 7 

「スタート」;ニュー-叶コント□ールパネル」一 r 八ードウエアとヴウンド」一 r ヴウンド」一 
r 録音」タブを選択一はーディオ録音デバイス」からお使いのサウンドデバイス （ USB ケー 
ブルで接続時は ruSB PnP Sound Device 」） を選択して「規定値に設定」をク U ックー再度 
お使いのサウンドデバイスを選択して口 □パティ」をク U ックー r レベル」タブを選択して 
スライダーでマイクの入カレベルを調節 


■ Macintosh の場合 

由 lacOSX] 

「 Apple 」 ；>< ニュ ー- 叶システム環境設定」一 r サウンド」一 r 入力」タブを選択してスライダー 
でマイク の入カレべ j レを調節 


ごミち意 

.本システムは、オーディオ録音デバイスのミュートに対応していません。ヘッドセットの 
M に MUTING (マイクの消音)スイッチでマイクか6の音を消したり、マイクの消音を解除したりで 
さます。り7ページ)。 

•お使いのソフトウェアによっては、設定び必要な場をびあります。お使いのソフトウェアの取扱説 
明書などをご確認 < ださい。 






接続したパソコンの電源を入れる。 

プ□セッサーの！/の(電源オン/スタンバイ）スイッチを巧ず。 

プ□セッヴーの電源ランプび白色に点灯します。 

初めてプ□セッヴーとパソコンを USB ケーブルで接続し、パソコンの 0 S 起動後にプ n セッ 
ヴーの電源を入れると、 USB ドライバーび自動的にインス!-ールされます。 

へッドセツトを装着ずる （13 ページ)。 

A " ソコン側で音源を再生ずる。 


音量を調節ずる 

へッドセツトで聞こえる音量を調節したり、マイクか6の音を消したりでさます。 

VOL (音量調節） 

音量を調節します。 


M に MUTING (マイクの消音） 

日 N : マイクからの音を消します。 
OFF : 解除します。 


ごま意 

♦音靑を間<とさは、静かなシーンで音量を上げすざて、急な爆発シーンなどで耳をいためないよラ 
ごミ主意ください。 

• へッドセットの音量調節やマイクの消音は、パソコンの音声出カレベルと連動しません。 

•音楽再生ソフトを使用中に、プ□セッヴーとパソコンを USB ケーブルで接続し、 INPUT スイッチを 
「 USB 」 にずると、音楽/音声びヘッドセットから出力されないことびあります。その場をは音楽再 
生ソフトを起動しなおしてください。 



音青を聞ぐ 


が操巧 
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(次のぺージへつづく） 
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サラウンド効まを切日換える ( EFFECT 機能） 

プ□セッ ヴ ーの EFFECT スイッチでお好みの音場モードに切り換えることができます。 
5.1 ch /2 ch / USB 接続時でも、 「 FPS 」 または 「 SURROUND 」 を選ぶと、内蔵のドルビープロ 
□ジック llx デコーダーにより、7.1ホと同様の臨場感を得ることがでさます。ただし、 
INPUT スイッチが接続が態に合わせて正しく設定されていないと、適切な EFFECT 機能は 
働をません。 



スイッチの位置 

音場モードと適した入力音源 

FPS 

(First Person 
Shooting ) 

くっさりとした音像定位や、明確な方向感の再現を重視した設定。 

忠実かつ明瞭で間きやすい音色や自然な音質、すべてのチャンネルに対して得 

5れる非常にシャープな定位を特徴としており、撒密な音場再現び必要とされ 
る FPS に適しています。 

SURROUND 

(サラウンド） 

包まれ感や、各チャンネルの自然なつなびり、自然な音質を重視した設定。 

FPS モードに比べ拡散した音やサラウンド感び得られるよラな調整を施してお 
り、マルチチトンネルサラウンドゲーム全般でのプレイに最適な音場となって 
います。また映画鑑賞にも適した音場となっています。 

OFF 彻） 

ステレオ 2 ch 再生。 7.1 ch /5.1 ch で入力された音声は、 2 ch にダウンミックスし 
て再生します。 

ごま意 

モノラル音青の場合、 

EFFECT 機能は働きません。 


EFFECT 機能使用時の音の特性について 

• 音楽 CD のよラに映像を伴わない音源では、音の定位びわかりにくい場合びあります。 

• 本システムの VPT ( Vi け ualphones Technology ) によるサラウンド効果は、人間の平均的な HRTF (頭 
部伝達関数)*をシ S ュレートしたちので、その効果には個人差びあります。 

* HRTF は Head Related Transfer Function の略です。音源からちまでの間で起こる、音の変化具合' 
を数学的に表現したちのです。 
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音声を聞をやす < する ( COMPRESSION 機能） 

プ□セッサーの COMPRESSION スイッチを rON 」 にすると、爆発音のような大きな音をル 
さく、足音などの小さな音を大さくすることにより全体的に聞きやすくすることがでさま 
す。ダイナブックレンジの広い音声信号に対して効果的です。 



ごま意 

COMPRESSION 機能をお使いのとさは、音量の調節にごミ主意ください。 

パソコンか5の音声信号び比較的ルさいときは 〔 OMPRESSION 機能により音び大きく感じられること 
びあります。このとさは、パソコンの音量を少しずつ大さくして、全体の音び平均して聞さやすい音 
量になるよラに調節してください。 

音声信号が比較的大さいとさは音びルさく感じられることびあるので、パソコンの音量を少しずつル 
さくして調節してください。 


COMPRESSION 動作イメージ図 



により、ダイナミックレンジ圧縮 


(次のぺージへつづく） 


操巧 
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ヴウンドデバイスか6の入力音量を調節ずる (GAIN CONTROL) 

接続先のヴウンドデバイスの音声出力定格に応じて、プ□セツサーの GAIN CONTROL つ 
まみで音量を調節することがでさます(初期設定は「8」）。 

サウンドデバイスの出力音量を最大にしても音が小さい淀格出力がルさい)場合は、 

GAIN CONTROL つまみを「8」より大さくしてください。また、音声がひずむ場合は、サウ 
ンドデバイス側の出力を調節してください。 



サウンドデバイスの 
音芦出力定格 

GAIN CONTROL つまみの位置 

2 Vrms 政上 

「8」にあわせ、ヴウンドデバイス側の音声出力を下げて調節してください。 

2 Vrms 

「8」にあわせてください。 

(本システムのプ□セッヴーは、サウンドデバイスの定格出力が 2 Vrms を基準と 
しています。） 

2 VrmsUrF 

「8」〜「1日」のあいだで音量び大さくなるよラに、つまみを調節してください。 


—定時囲入力びないときにスタンパイげ態にずる (AUTO STANDBY 機能) 

AUTO STANDBY スイッチを rON 」 にすると、約30分間音声入力びないときに、本システ 
ムがスタンバイ状態になり消費電力を抑えることびでさます。 



スイッチの位置 

効果 

ON 

AUTO STANDBY 機能び動作します。スタンバイ状態になったあとに再度使用す 
るとさは、プ□セッヴーの1 /む（電源オン/スタンバイ）スイッチを巧します。 

OFF 

AUTO STANDBY 機能び動作しません。 
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がその化 



と思った6 


修理にお出しになる前に、もう一度点検してください。それでも正確に動作しないときは、 
お買い上げ店または、ソニーの相談窓口 (裏表紙)にお問い合わせ<ださい。 


症状 原因と巧応のしかた 

音び出ない • プロセッサーとパソコンの接続を確認する。 

• プロセッサーに接続したパソコンの電源を入れ、再生を始める。 

• プ□セッサーの電源を入れる。 

•実際の接続と異なった INPUT スイッチにしている。 

(例:音声入力を USB で接続し、 INPUT スイッチを r 7.1 ch 」 にしているなど） 

接続している信号に合わせた INPUT スイッチにする。 

• へッドセットの音量を上げる。 

•へッドセットの端テをしっかりと接続する。 

•パソコンまたはお使いのソフトウてアの音量を上げる。 

• 音楽再生ソフトなどの再生中に本システムを接続した。 

-►音楽再生ソフトなどを起動しなおす。 

•パソコンのサウンドデバイスを正しく設定する （14 ページ)。 

•パソコンのボ U ュームコントロールまたは音楽再生ソフトウェアなどびミュート（消 
音）になっている。 

ーミュート(消音)を解除する。 

• GAIN CONTR 日 L つまみびの」になっている。 

-►GAIN CONTROL つまみを数字び大きくなる方へ回す。 

• USB ケープルで接続したとき、プ□セッサーび USB 機器としてパソコンに認識されて 
いない。 

—* •パソコンを再起動する。 

• USB ケープルで接続したとを、デジタル再生機能に対応していない CD - ROM ドライ 
プを使巧している。 

-►デジタル再生機能に対応した CD - ROM ドライプを使う。 

• USB ケープルで接続したとき、デジタル放送の音声を聞こラとしている。 

-►デジタル放送の音声はパソコンの USB 端子から出力されません。マルチチヤンネ 
ルケーブルでパソコンと接続して<ださい。 （9 〜11ページ） 

• 約30分間無音声び続いたため AUTO STANDBY び働いた。 （20 ページ） 

—*■ 再度電源を入れる。 

音びひずむ、 • 接続したパソコンの音量を下げる。 

とぎれとぎれになる 
(同時にノイズび 
出る場合ちある） 

音びルさい • 接続したパソコンの音量を上げる。 

• へッドセットの音量を上げる。 

• GAIN CONTROL つまみを調節する。 


雑音びをい • つないだサウンドデバイスの音量を上げる。 

• プロセッサーをパソコンから離す。 

•実際の接続と異なった INPUT スイッチにしている。 

(例:音声入力を 2 ch で接続し、 INPUT スイッチを「7.1ホ」にしているなど) 
接続している信号に合わせた INPUT スイッチにする。 


EFFECT 機能び • EFFECT スイッチを 「 FPS 」 または 「 SURROUND 」 にする （18 ぺージ)。 

働かない •モノラル音声の場合、 EFFECT 機能び働きません。 

•実際の接続と異なった INPUT スイッチにしている。 

(例:音声入力を 2 ch で接続し、 INPUT スイッチを「7.1 ch 」 にしているなど) 
接続している信号に合わせた INPUT スイッチにする。 


(次のぺージへつづく） 
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症状 原因と対応のしかた 

音び途切れる • USB ケーブルで接続したとを、パソコンの CPU 負荷び大をい。 

-- 不要なアプ1」ケーションを終了する。 

• USB ケーブルで接続したとを、同時に他の USB 機器を使用している。 

—他の USB 機器の使用を停止する。 

マイク音び入力でき•へッドセットの端テをしっかりと接続する。 

ない • M に MUTING (マイクの消音)になっている。 

一 M に MUTING スイツチを rOFF 」 にする。 

_•パソコンのサウンドデバイスを正しく設定する （14 ぺージ)。_ 

マイク音びかさい •へッドセットの端テをしっかりと接続する。 

• マイクを適正な位置に調節する。 

•パソコンのマイク入カレベルびルさすぎる。 

_-•■パソコンの入カレベルを大きくする。_ 

マイク音に雑音び入•ヘッドセット(特にマイク）の近くに電打線、壁光灯、携帯電話などびある。 

る 一^電打線、壁光む、携帯電話などをヘッドセットから遠ざける。 

•へツドホンの音びマイクにもれている。 

_ -- マイクを適正な位置に調節する。_ 

マイク音び歪んでい • パソコンのマイク入カレベルび大をすぎる。 

る_ -• ■パソコンのマイク入カレベルをルさくする。_ 

へッドセットの M に •パソコン側でマイク入力びミュート(消音)されている。 

MUTING (マイクの消 一• ■パソコンのマイク入力の S ュート(消音)を辭除する。 

音)び解除でをない 

センターとサブウー •一部のパソコンではセンター/サブウー八一の音声出力び逆になっている場合びあり 
A —の音声出力び逆 ます。詳しくはお使いのパソコンの取り扱い説明書を確認の上、パソコンの出力設定 
になつている を変えてください。 
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取り扱いについて 

• プ□セッサーやへッドセットを落としたりぶ 
つけたりなど強いショックを与えないでくだ 
さい。故障の原因とな0ます。 

•各機器を分解したり、開けたりしないでくだ 
さい。 

• イヤーパッド、サポートパッドは長期の使用- 
保をにより祟化する恐れびあります。 

設置について 

次のよラな場所には置かないでください。 

-直射曰光びあたる場所和暖房器具の近<など 
温度が非常に高い所。 

-ほこりの多い所。 

-ぐらついた台の上や傾いた所。 

-振動の多い所。 

-風呂場など、湿気の多い巧。 

付属の AC アダプターについて 

• 必ず付属の AC アダプター(極性統一おプラグ- 
JEITA 規格)をお使いください。プラグの極性 
などび異なる製品を使ラと、故障の原因にな 
0ます。 



極'注統一おプラグ 


• 電圧传プラグ極性び同じ AC アダプターでち、 
電流容量その他の要因で故障の原因になりま 
す。必ず付属の AC アダプターをご使用くださ 
い。 

• AC アダプターは容易に手び届<よラな電源コ 
ンセントに接続し、異常び生じた場をは速や 
かにコンセントか5抜いてくださし、。 

• AC アダプターをご使用時は、政下の点にごを 
意ください。 

- AC アダプターを本棚や組み込み式キヤビ 
ネットなどの狭い場所に設置しないでくだ 
さい。 

-火災や感電の危険をさけるために、 AC アダ 
プターを水のかかる場所や湿気のある場所 
では使用しないで<ださい。また、 AC アダ 


プターの上に花瓶などの水の入ったちのを 
置かないで < ださい。 

• 長い間使わないとさは、 AC アダプターをコン 
セントから损いてください。コンセントか5 
抜くとさは、コードを引っぱらずに必ず AC ア 
ダプター本体をつかんで抜いて<ださい。 

へツドセツトについて 
まわりの人のことを考えて 

ヘッドセットは、音量を上げすざると音び外に 
ちれます。音量を上げすざて、まわ0の人の迷 
惑にならないよラに気をつけましよラ。 

雑音の多いところでは音量を上げてしまいびち 
でずび、ヘッドセットで聞くとさはいつち、呼 
びかけ5れて返事びでさる<5いの音量を目安 
にしてください。 

お手入れのしかた 

機器の外装のミちれは、柔らかい巧でか5拭をし 
て<ださい。ミちれがひどいとさは、ラずい中性 
洗剤溶液でしめらせた巧で巧いて<ださい。シ 
ンナ ー、 ベンジン、 アルコール などは表面の仕 
上げをいためるので使わないで<ださい。 

異常や不具をが起きたら 

. 万一異常や不具合び起さたり、異物が中に入っ 
たとさは、すぐに電源を切り、お買い上げ店 
またはソニーの修理相談窓□にご相談くださ 
い。 

• お買い上げ店またはソニーの修理相談窓□に 
お持ちになる際は、必ずヘッドセットとプロ 
セッヴーを一緒にお持ち<ださい。 
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保証書 

• この製品には保証書び添付されていますの 
で、お買い上げの際にお夏け取りください。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめの 
ラえ、大切に保をしてください。 

•保証期間は、お買い上げ曰より]年間です。 

アフターサービス 

調子が悪いときはまずチェックを 

この説明書をちラー度ご覧になってお調べくだ 
さい。 

それでち具合の悪いとさは 

お買い上げ店またはソニーの相談窓□(裏表紙） 
にご相談ください。 

保証期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させていただ 
さます。詳しくは保証書をご覧ください。 

保証期間経過後の修理は 

修理によって機能び維持できる場合は、ご要望 
により有料修理させていただをます。 

部品の保有期間について 

当社ではデジタルサラウンドへッドセットシス 
テムの巧修用性能部品(製品の機能を維持するた 
めに必要な部品)を、製造打ち切り後6年間保有 
しています。 
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プ□セッサー DP - GA 500 

デコーダー 臟能 

ドルビープ□□ジック llx 
バーチャルサラウンド機能 
OFF 

SURROUND 

FPS 

コンプレッシヨン機能 

OFF 

ON 

再生周波数帯域 

20〜20,000 Hz 
ひずみ率 ] o / oLU 下 （1 kHz ) 

音声入出力 USB 端子 

7.1 ch /5.1 ch /2 ch ( SBL / SBR 、 
C / SW 、 SL / SR 、 L / R 、 M に OUT ) 
端子ニジトック/ステレオ） 
HEADSET ( PHONES 、 M に IN ) 端 
テ （ S ニジャック/ステレオ） 

電源 DC 5.2 V (付属の AC アダプターを 

使用） 

最大があ寸法約190 X 3日 X 117 mm 
(幅/高さ/舆行さ） 

質量 約 310 g 

動作環境 対応パソコン：旧 M PC / AT 互換 

機、 Apple 製 Macintosh 
CPU：Pentium 11266 MHz 似上 
USB 端子装備 w 

対応 OS 

Windows ? Starter/Home Basic/Home 
Premium / Professional / 
Ultimate 

Windows Vista Home Basic/Home Premium / 
Business/Ultimate 

Windows XP Home Edition ( SP 2 政降)/ 

Professional ( SP 2 政降 )/ Media 
Center Edition 2004 ( SP 21；( 降) 
/Media Center Edition 2005 
( SP 2 UI 降） 

MacOSX(ia3 政降） 


へッドセット DR - GA 210 

コード 約 1.5 m 

プラグ 金メッキステレオ S ニプラグ 

質量 約24日 g (コード含まず） 

くへッドホン> 

形式 オープンエアダイナミック型 

ドライバー 40 mm に 〔 AW 採用）ドーム型 

最大入力 1,000 mW ( IEC *2) 

インピーダンス 

40 0(1 kHz にて） 

音圧感度 lOOdB/mW 

再生周波数帯域 

14〜22,日日0 Hz 

くマイク> 

方式 ブームマイク□ホン 

型式 エレクトレットコンデンサー型 

開回路電圧レベル 

-% dB (0 dB = ] V / Pa ) 

有効周波数帯域 

20〜20,000 Hz 

付属品 

AC アダプター (5.2 V ) り） 

マルチチヤンネルケーブル （1) 
USB ケーブル （1) 

取 P 説明書(本書） （1) 

ソニーご相談窓口のご案内 （1) 
その他印刷物一式 

本機は USB 2.0 Full Speed に対応しています。 
IEC (国際電気標準を議)規格による測定値です。 

• すべてのパソコンについて動作保証するちの 
ではありません。 

• 自作パソコンおよび 0 S の個人でのアップグ 
レード、マルチブート環境での動作保証はい 
たしません。 

•すべてのパソコンに対して、システムヴスぺ 
ンド、スリープ、八イバネーシヨンなどの動 
作を保証するものではありません。 


(次のぺージへつづく） 
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ごま意 

CE マークは主に EEA ( Eu「opean Economic 
Area ) 各国など、法律に定められた国においての 
み有効です。 

本システムの仕様およびが観は、改良のため予 
告なく変更ずることびありますび、ご了承<だ 
さい。 


•本システムのプ□セツサーは、ドルビープ □□ 
ジツク llx デコーダーを搭載しています。 

本システムのプ□セツヴーはドルビーラボラ 
卜 U —ズか5の実施権に基づき製造されてい 
ます。 

Dolby 、 ドルビー 、 Pro Logic . およびダブル 
D 記号はドルビーラボラト U —ズの商標で 
す。 

• Virtualphones Technoloay および VPT は、 

ソニーの 商標です。 

• M にの soft および Windows は、米国 

M に rosoft Corporation の米国およびその他 
の国における登録商標、または商標です。 

• Macintosh、Mac OS は Apple Inc . の米国お 
よびその他の国における登録商標です。 

• 旧 M および PC / AT は、米国 International 
Business Machines 〔 orporation の商標およ 
び登録商標です。 

• Pentium は、 Intel〔orporation の登録商標ま 
たは商標です。 

• 本書では Windows ® XP Home Edition 、 
Windows ® XP Professional および 
Windows ® XP Media Center Edition を 
Windows XP と記載していまず。 

• 本書では Windows Vista ® を Windows Vista と 
記載しています。 

• 本書では Windows ® 7 Edition を Windows 7 
と記載しています。 

• 本書では Macintosh ® を Macintosh と記載し 
ています。 

• その他、本書で登場するシステム名、製品名 
は、一般に各開発メーカーの登録商標あるい 
は商標です。なお、本文中では™、 ® マークは 
明記していません。 

• この取扱説明書に記載しているパソコン画面 
の用語は、実際の用語と異なることびありま 
す。 
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製品登録のおすすめ 

ソニーは、製品をご購入いただいたお客様のヴポートの充実を図るた 
め、製品登録をお願いしております。詳しくはウェブ上の案内をご覧 
<ださい。 

パソコンから 

http://www.sony.co.jp/avp-regi/ 

携帯電話から 

2次元コード対応のカメラつさ携帯電話の読み取り機能 
でご利用ください。 

http :// reg . mscm . sony . jp / avp / 



よくあるお問い合わせ、窓口受付時間などは 
ホームページをご活用ください。 


http://www.sony.co.jp/support 


巧い方相談を口 

フリーダイヤル . 

0120 -333-020 

携帯電話’ PHS ’ 一部の IP 電話•’ 

04色己-3 1-2 已11 


フ U - ダイヤル . 

0120 -222-330 

携帯電話 - PHS •—部の IP 電話- 

- 04巨 6-31-2 己31 


《取扱説明書 U モコン等の購入相談はこちらへお問しをわせください。 

FAX (巧通） 0120 -333-38 日 


を記番号へ接続を、 
最ネ刀のガイダンスが 
流れている間に 

「3 0 9J + r#J 

を巧してください。 
直接、担当窓□へ 
おつなぎしまず。 


ソニー株式食社〒1日8-日07日東京都港区港南1-7-] 
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